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一
般
財
団
法
人
相
模
原
教
育
会
館

も
、
昨
年
、
33
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
教
育
関
係

者
を
は
じ
め
多
く
の
地
域
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
や
い
じ
め
、
虐
待
と

い
っ
た
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
る
昨
今

の
情
勢
に
お
い
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
よ
り
連
携
を
深
め
、
社
会
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
や
価
値
観
の
多
様
化

に
と
も
な
い
家
族
形
態
や
共
同
体
と
し

て
の
地
域
の
あ
り
方
が
変
化
し
、
さ
ら

に
は
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
人

間
や
自
然
・
動
植
物
と
直
接
に
ふ
れ
あ

う
機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
昨
年
は
豪
雨
や
熱
波
あ
る

い
は
大
型
台
風
と
い
っ
た
異
常
気
象
が

頻
繁
に
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
地
球
温

暖
化
が
影
響
し
て
い
る
と
多
く
の
研
究

者
が
警
笛
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
ス
エ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
で
あ

る
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
が
、
気

候
変
動
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
姿

は
と
て
も
印
象
的
で
あ
り
、
先
日
も
欧

州
議
会
の
場
で
「
人
類
の
最
大
の
危
機

を
解
決
す
る
ふ
り
は
や
め
よ
う
」
と
力

強
く
訴
え
た
言
葉
は
、
私
た
ち
大
人
の

責
務
で
あ
る
と
痛
感
し
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
相
模
原
教

育
会
館
の
設
立
目
的
で
あ
る
県
央
・
県

北
地
域
の
教
育
・
文
化
の
振
興
と
教
職

員
の
教
養
、
福
利
厚
生
の
向
上
を
め
ざ

し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
役
職
員
一
同
、
精
一

杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
相
模
原
教
育
会
館

理
事
長

木
村

徳
泰

県
央
・
県
北
地
域
の
教
育
・

文
化
の
振
興
と
教
職
員
の
教
養
、

福
利
厚
生
の
向
上
を
め
ざ
し
て

理事長 木村 徳泰

親と子のふれあい映画会（左）と湘北教職員体育大会のひとこま
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�
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
・
そ
ば
打
ち
体
験
・

リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
を
楽
し
む

6
月
23
日
、
山
梨
県
へ
の
「
親
と
子

の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
」
を
45
人
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
好
評
の
「
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
」「
そ
ば
う
ち
体
験
」「
リ

ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
」
を
家
族
や
職
場

の
仲
間
と
楽
し
み
ま
し
た
。

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
で
は
、
様
々
な
品

種
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
、「
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
で
は
、
職
人
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
小
さ
な
子
ど
も
も
挑
戦
し
て

い
ま
し
た
。
打
ち
た
て
の
そ
ば
を
郷
土

料
理
と
共
に
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
は
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
で
、

様
々
な
展
示
や
模
擬
体
験
を
通
し
て
、

リ
ニ
ア
の
し
く
み
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
で
作
っ
た

そ
ば
は
格
別
お
い
し
か
っ
た
」「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
。
来
年
も
参
加
し

た
い
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

家
族
や
仲
間
と
共
に
、
自
然
の
な
か
で

ゆ
っ
た
り
と
ふ
れ
あ
い
、
充
実
し
た
1

日
と
な
り
ま
し
た
。

�
人
権
・
解
放
教
育
研
修
会

人
権
を
尊
重
し
、

共
に
生
き
て
い
く
た
め
に

6
月
19
日
、「
第
1
回
人
権
・
解
放

教
育
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
国

籍
条
項
に
つ
い
て
〜
共
生
社
会
の
ス
タ

ー
ト
と
し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
石

文
雄
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
О
法
人
在
日
外
国
人

教
育
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
・
信
愛
塾
）

が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
国
籍
条
項
に

よ
る
公
務
員
採
用
問
題
、
常
勤
講
師
問

題
で
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
対
応
の
格

差
が
大
き
く
、
外
国
人
と
の
共
生
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
合
っ
て
い
な
い
等
、

諸
課
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
国
籍
で
採
用
の

差
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で

驚
い
た
」「
外
国
籍
の
子
ど
も
の
実
状

を
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
い

い
機
会
に
な
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

1
月
24
日
、「
第
2
回
人
権
・
解
放

教
育
研
修
会

自
立
と
共
生
を
め
ざ
す

教
育
研
修
会
」
を
相
模
原
市
立
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ソ
レ
イ
ユ
さ

が
み
）
お
よ
び
湘
北
地
区
教
職
員
組
合

協
議
会
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
あ
り
の
ま
ま
の
性
と
は
な
に
か
〜
性

の
多
様
性
と
人
権
・
教
育
課
題
の
現
状

〜
」を
テ
ー
マ
に
、
大
賀
一
樹
さ
ん（
公

認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
）
が
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
教
員
と
し
て
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
ど
の
子
ど
も

た
ち
も
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
」
等
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

年
2
回
の
開
催
で
、
人
権
課
題
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

様
々
な
環
境
に
あ
る
人
の
人
権
を
尊
重

し
、
共
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

�
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
映
画
会

「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」を
上
映

親
子
の
愛
に
感
動
！

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間
に
合
わ

せ
て
、
3
会
場
（
相
模
原
教
育
会
館
・

津
久
井
中
央
公
民
館
・
大
和
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）
で
「
親
と
子
の
ふ
れ
あ

い
映
画
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」
は
、
人

気
絵
本
作
家
の
宮
西
達
也
の
絵
本
「
テ

ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
」
の
映
画

1
作
目
で
、
親
子
に
な
っ
た
肉
食
恐
竜

と
草
食
恐
竜
の
心
の
交
流
を
描
い
た
、

せ
つ
な
く
も
心
温
ま
る
感
動
作
で
す
。

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、

参
加
者
か
ら
は
「
親
子
の
愛
が
心
に
し

み
た
」「
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
映

画
だ
っ
た
」等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
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�
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

「
南
極
体
験
」と「
光
の
魔
法
」で

楽
し
く
学
ぶ

7
月
27
日
、「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

た
。「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ラ
ボ
」
か

ら
講
師
を
お
迎
え
し
理
科
実
験
教
室
が

行
わ
れ
、
教
職
員
や
そ
の
家
族
56
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
南
極
体
験
」
で
は
、
液
体
窒
素
を

使
っ
て
、
水
が
一
瞬
に
し
て
凍
る
様
子

の
観
察
や
ブ
リ
ザ
ー
ド
に
包
ま
れ
る
体

験
を
通
し
て
、
水
の
状
態
変
化
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
光
の
魔
法
」
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

や
回
折
格
子
を
使
っ
て
光
の
性
質
「
直

進
・
反
射
・
屈
折
」
を
、
体
験
を
通
し

て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
ま
で
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
大
変
興
味
深
い
教
室
で
、
親
子

で
楽
し
め
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

�
湘
北
教
職
員
体
育
大
会

陸
上
競
技
に
親
し
み
な
が
ら

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る

10
月
4
日
、
厚
木
市
荻
野
運
動
公
園

に
て「
第
52
回
湘
北
教
職
員
体
育
大
会
」

を
、
県
央
・
相
模
原
地
区
各
教
育
委
員

会
の
後
援
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
球

技
と
の
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
陸
上
競
技
で
の
開
催
と
な

り
、
1
0
6
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。幅

広
い
年
代
の
参
加
者
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
、
け
が
の
な
い
よ
う
に

無
理
な
く
陸
上
競
技
に
親
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
種
目
に
よ

っ
て
は
年
齢
別
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、

各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
、
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
や

ム
カ
デ
競
争
に
は
、
た
く
さ
ん
の
参
加

者
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
参
加
者
同
士
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
日
の
夜
間
に
も
関
わ
ら

ず
、
た
く
さ
ん
の
職
場
の
仲
間
や
家
族

が
応
援
に
来
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
き
れ
い
な
競
技
場

で
走
れ
て
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
」「
久

し
ぶ
り
に
運
動
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
は
球
技
の
部
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
様
々
な
地
区
に
参
加
を

よ
び
か
け
、
教
職
員
の
交
流
を
深
め
る

機
会
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
教
育
文
化
講
演
会

ど
ん
な
逆
境
に
あ
っ
て
も
人
生

を「
楽
し
む
」こ
と
を
諦
め
な
い

2
月
14
日
、「
教
育
文
化
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
全
盲
の
弁
護
士

大
胡
田
誠
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
困

難
と
闘
う
全
て
の
人
へ
〜
『
だ
か
ら
無

理
』
よ
り
『
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
？
』
の

方
が
面
白
い
!!
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
胡
田
さ
ん
は
、
素
敵
な
笑
顔
で
ど

ん
な
逆
境
に
あ
っ
て
も
人
生
を
「
楽
し

む
」
こ
と
を
諦
め
な
い
姿
勢
、
あ
ら
ゆ

る
困
難
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
く
強
さ

に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
様
々
な
困
難
に

も
前
向
き
で
人
生
を
し
っ
か
り
ふ
み
し

め
て
生
き
て
い
る
姿
に
感
動
し
た
」「
生

き
る
希
望
、
生
き
る
意
味
、
そ
し
て
困

難
を
幸
せ
や
生
き
が
い
に
変
え
る
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
等
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

相模原教育会館の会議室や
和室を利用してみませんか？

（一財）相模原教育会館は、300人以上
が入れる大会議室や詩吟等の練習がで
きる和室まで、様々な部屋を貸し出し
ています。ぜひ、ご利用ください。

料金
1時間 650円
1時間 650円
1時間 650円

小会議室（1）（2）は合わせて1室（机使用60名）として利用できます。
1時間 650円

1時間 1，950円
1時間 1，950円

大会議室（1）（2）は合わせて1室（机使用240名 椅子のみ使用360名）として利用できます。
1時間 350円

机使用 120名 椅子のみ180名
机使用 120名 椅子のみ180名

定員
机使用30名
机使用30名
机使用30名

座卓使用18名

机使用10名

室名
小会議室（1）
小会議室（2）
小会議室（3）

和室
大会議室（1）
大会議室（2）

控室

2020年4月1日教 育 会 館 だ よ り(3) №71



�
地
域
に
根
ざ
す
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に

1
�
教
育
文
化
振
興
事
業

（
1
）
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
映
画
会

・
時
期
お
よ
び
場
所

7
月
29
日
（
水
）

愛
川
町
文
化
会
館

8
月
1
日
（
土
）

津
久
井
中
央
公
民
館

8
月
22
日
（
土
）

相
模
原
教
育
会
館

8
月
23
日
（
日
）

海
老
名
市
文
化
会
館

・
内

容

映
画
上
映

（
自
然
や
動
物
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
）

・
対

象

一
般

（
2
）
教
育
文
化
講
演
会

・
時

期

2
月
10
日
（
水
）

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

文
化
・
教
養
の
向
上
に
資

す
る
も
の

・
対

象

一
般

（
3
）「
教
育
会
館
だ
よ
り
」
の
発
行

・
時

期

年
1
回

・
内

容

実
施
事
業
の
報
告
お
よ
び

Ｐ
Ｒ

・
対

象

一
般

2
�
教
職
員
福
利
厚
生
事
業

（
1
）
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
斡
旋

・
時

期

5
月

（
2
0
2
0
年
後
期
日
程
分
）

3
月

（
2
0
2
1
年
前
期
日
程
分
）

・
内

容

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
（
プ
ロ

野
球
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
戦
）

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
斡
旋

・
対

象

教
職
員

（
2
）
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

・
時

期

6
月
14
日
（
日
）

・
場

所

山
梨
方
面

・
内

容

家
族
が
自
然
や
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
体
験
や
活
動

・
対

象

教
職
員
と
そ
の
家
族

（
3
）
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
カ
ル
チ
ャ

ー
教
室

・
時

期

7
月
23
日
（
木
）

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

理
科
実
験
教
室

・
対

象

教
職
員
と
そ
の
家
族
、

小
・
中
学
生

（
4
）
国
際
交
流
教
育
事
業

・
時

期

8
月
上
旬

・
場

所

韓
国

・
内

容

日
韓
親
善
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
・
交
流
行
事

・
対

象

県
央
・
相
模
原
地
区
中
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

員
、
教
職
員

（
5
）
歴
史
・
文
化
散
歩

・
時

期

9
月
中
旬

・
場

所

未
定

・
内

容

歴
史
や
文
化
、
由
緒
あ
る

場
所
な
ど
の
見
学

・
対

象

退
職
教
職
員

（
6
）
湘
北
教
職
員
体
育
大
会

（
球
技
の
部
）

・
時

期

10
月
2
日
、
7
日
、
8
日

・
場

所

湘
北
地
区
内
会
場

・
対

象

教
職
員

（
7
）
人
権
・
解
放
教
育
研
修
会

・
時

期

6
月
17
日
（
水
）

1
月
22
日
（
金
）

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

人
権
課
題
に
対
す
る
意
識

理
解
を
深
め
る
た
め
の
研

修
会

・
対

象

教
職
員

（
8
）
学
習
交
流
会

・
時

期

10
月
下
旬

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

学
校
現
場
の
教
育
課
題
に

つ
い
て
の
話
し
合
い

・
対

象

教
職
員
、
退
職
教
職
員

（
9
）
教
育
・
教
養
研
修
会

・
時

期

1
月

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

教
育
課
題
に
関
す
る
研
修
会

・
対

象

教
職
員

（
10
）
退
職
教
職
員
税
務
説
明
会

・
時

期

2
月
初
旬
（
休
日
）

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

確
定
申
告
に
関
す
る
説
明

・
対

象

2
0
1
9
年
度
退
職
教
職
員

（
11
）
物
資
斡
旋

・
時

期

随
時

・
場

所

各
学
校
・
各
教
職
員
よ
り

申
し
込
み

・
内

容

物
資
販
売
の
斡
旋
案
内

・
対

象

教
職
員

3
�
教
育
会
館
運
営
及
び
生
命
共
済
事

業
等

（
1
）
会
議
室
の
貸
室

・
時

期

通
年

・
内

容

教
育
会
館
内
会
議
室
の
貸

出
案
内
・
調
整
、
施
設
整

備

等

・
対

象

各
構
成
団
体
、
一
般

（
2
）
湘
北
教
職
員
生
命
共
済

・
時

期

7
月
下
旬
〜
9
月
中
旬

（
説
明
会
・
加
入
手
続
き
）

2
月

（
保
障
制
度
開
始
）

・
内

容

2
0
2
1
年
度（
第
35
期
）

更
新
推
進
事
業
、新
規
・
継

続
加
入
説
明
・
通
知

等

・
対

象

教
職
員

2
0
2
0
年
度

一
般
財
団
法
人
・
相
模
原
教
育
会
館
事
業
計
画

№71 (4)教 育 会 館 だ よ り2020年4月1日


